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 （ １ ） 長 崎 県 長 崎 市 （ １ 日 目 ）  

ア  長 崎 市 子 ど も を 守 る 条 例 に つ い て  

 （ ２ ） 長 崎 県 大 村 市 （ ２ 日 目 ）  

ア  大 村 市 小 中 学 生 サ ポ ー ト ル ー ム「 ｃ ｏ ｎ ｎ ｅ（ コ ン ネ ）」

に つ い て  

 

４  所 感 等  

 ■ 長 崎 市                          

 □ 子 ど も を 守 る 条 例 制 定 及 び 相 談 支 援 活 動           

 い じ め 被 害 者 遺 族 ら が 設 立 し た Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 の ア ン ケ ー ト 調 査

で は 、 「 学 校 、 教 育 委 員 会 の 説 明 や 報 告 は あ な た に と っ て 納 得

で き た か ？ 」 と の 質 問 に 対 し て 「 納 得 で き な い 」 と す る 解 答 は

８ ９ ． ８ ％ と な っ た 。 こ の こ と か ら 、 い じ め に 関 し て は 、 一 生

涯 の 癒 え な い 傷 と な る 深 刻 な 人 権 侵 害 で あ る と 同 時 に 、 被 害

者 ・ 加 害 者 と い う 単 純 な 相 反 関 係 だ け で は な く 、 学 校 や 教 育 員

会 の 対 応 の 未 熟 さ や 閉 鎖 性 が 本 市 も 含 め 大 き な 課 題 と な っ て い

る 。  

そ の も と で 、 三 重 県 大 津 市 の 事 案 を キ ッ カ ケ に 、 長 崎 市 で 制

度 策 定 を ス タ ー ト さ せ た こ と は 、 地 方 政 治 の 場 に お い て 重 要 で

は あ る 。 同 時 に 、 庁 内 及 び 教 育 の 組 織 的 、 市 民 感 情 的 に 、 そ し

て 何 よ り 子 ど も の 心 情 的 に 希 求 さ れ た 制 度 で あ っ た か ど う か が 、



よ り 重 要 で あ る と 考 え る 。                  

  実 際 、 長 崎 市 に お け る 相 談 支 援 体 制 は 、 相 談 件 数 や 相 談 対 応

の 範 囲 を 考 慮 す れ 、 教 育 委 員 会 的 に も 、 市 長 部 局 医 的 に も 十 分

満 た さ れ て い る と は い え ず 、 専 門 性 を 活 か し た 課 題 把 握 、 横 断

的 課 題 の 共 有 、 専 門 性 の 確 立 ・ 継 承 に も 課 題 が あ る こ と が 理 解

で き た 。                          

長 崎 市 を 事 例 に 本 市 で も 、 安 易 に 警 察 に よ る 介 入 や 捜 査 権 と

い う 権 力 乱 用 を 学 校 現 場 に 強 い る こ と は あ っ て は な ら な い 。 同

時 に 、                           

➀ 単 純 な加 害 者 探 しに狭 めることなく、子 どもの人 権 を な に よ り も 尊

重 し 、 各 事 案 の 課 題 や 経 緯 を 追 究 す る 立 場 を 横 断 的 に 確 立 す

る こ と 。                         

② 第 一 報 を 受 け る 相 談 支 援 体 制 は 大 幅 に 拡 充 し 、 職 員 体 制 は 、

教 員 に と ど め ず 、市 常 勤 職 員 の 心 理 士 や 社 会 福 祉 士 、保 健 師 、

児 童 福 祉 司 等 専 門 員 を 配 置 さ せ 、 広 く 社 会 的 に 課 題 の 共 有 を

図 る こ と 。                        

③ 深 刻 化 す る 教 員 不 足 、 教 員 の 長 時 間 過 密 労 働 の 会 昌 を 図 り つ

つ 、 人 権 研 修 を 非 常 勤 職 員 に も 徹 底 す る こ と 。        

④ 調 査 等 へ の 協 力 義 務 の 規 定 を 明 確 に し 、 県 職 員 で も あ る 市 立

学 校 現 場 職 員 に は 、 事 故 調 査 報 告 書 の 提 出 義 務 化 や 服 務 規 程

の 徹 底 を 図 る こ と 。                    

⑤ い じ め 重 大 事 案 等 を 調 査 す る 委 員 に つ い て 、 社 会 的 地 位 を 確

立 し 、 膨 大 な 時 間 を 費 や す 調 査 権 の 行 使 を 保 障 す る こ と 。   

⑥ 被 害 者 の 人 権 回 復 を 最 優 先 す る と と も に 、 加 害 者 の 人 格 形 成

に 対 す る 寄 り 添 い 指 導 の 継 続 を 明 確 に 打 ち 出 し 、 学 校 任 せ 、

家 庭 任 せ に せ ず 、 地 域 社 会 全 体 で 理 解 を 深 め る 施 策 展 開 を 図

る こ と が 必 要 と 考 え る 。                  

                              

 ■ 大 村 市                              

 □ 小 中 学 生 サ ポ ー ト ル ー ム 「 ｃ ｏ ｎ ｎ ｅ
コ ン ネ

」            

 引 き こ も り 等 の 児 童 生 徒 の 支 援 と し て 、 家 か ら 少 し で も 外 に

出 る き っ か け づ く り の 場 と し て 「 ｃ ｏ ｎ ｎ ｅ
コ ン ネ

」 と 、 学 校 復 帰 ま で

に 必 要 な 体 力 や 気 力 等 を 培 う 「 あ お ば 教 室 」 を 学 校 運 営 と 一 体



で 取 り 組 ま れ て い る こ と は 、 児 童 生 徒 の 気 持 ち や 体 力 に 即 し た

よ り き め 細 や か な 対 応 の 一 つ と 考 え る 。 ま た 室 内 の レ イ ア ウ ト

や 雰 囲 気 、 装 飾 な ど 児 童 生 徒 に 寄 り 添 う 姿 勢 が よ く 表 現 さ れ て

い た 。                           

 同 時 に 、 大 村 市 も 本 市 も 、 様 々 な 困 難 を 抱 え て い る 児 童 生 徒

に 対 し 、 教 員 の 不 足 ・ 超 過 密 長 時 間 労 働 の 課 題 解 消 だ け で 解 決

で き る 状 況 に は な い こ と に も 注 視 す る 必 要 が あ る 。       

大 村 市 内 で の 学 校 規 模 は 、 １ ３ ０ 人 前 後 か ら １ ０ ０ ０ 人 を 超

え る 小 学 校 ま で あ り 、 本 市 同 様 、 超 過 大 規 模 校 等 適 正 規 模 ・ 適

正 配 置 に 課 題 を 残 し て い る 。 そ の た め 、 学 校 と 地 域 社 会 の 関 係

構 築 の 難 し さ や 、 学 校 規 模 に よ る 課 題 （ 人 間 関 係 の 希 薄 さ 、 き

め 細 や か な 指 導 や 寄 り 添 い の 困 難 さ 等 ） な ど 配 慮 す る べ き 課 題

が 多 く あ り 、受 け 皿 作 り だ け で は 課 題 の 解 決 が 難 し い と 考 え る 。        

 ま た 、 「 ｃ ｏ ｎ ｎ ｅ (コ ン ネ )」 や 「 あ お ば 教 室 」 の 職 員 体 制

も 教 育 委 員 会 だ け で は な く 、 市 長 部 局 か ら 専 門 職 及 び 一 般 事 務

の 配 置 が あ る こ と で 、個 別 具 体 的 な 課 題 を 社 会 的 視 点 で と ら え 、

支 え る 様 々 な 制 度 に 結 び つ け る こ と が で き る の で は な い か と 考

え る 。                           

                             

□ 県 立 ・ 市 立 図 書 館 及 び 郷 土 資 料 セ ン タ ー の 統 合 「 ミ ラ イ Ｏ Ｎ

図 書 館 」                              

  職 員 や 蔵 書 は 県 立 ・ 市 立 と 内 部 的 な 区 別 さ れ て い る も の の 、

利 用 者 に 区 別 が 故 の 利 便 性 の 悪 化 が な い よ う に 工 夫 さ れ て い る 。  

同 時 に 、 船 を 模 写 す る 設 計 等 が 随 所 に ち り ば め ら れ 、 地 域 の

文 化 や 芸 術 、 信 仰 心 な ど に も 配 慮 さ れ た 内 容 と な っ て い る 。                             

  本 市 で は 、今 年 1 2 月 、地 域 図 書 館 が 児 童 館 と 一 体 型 で 新 設 さ

れ る こ と か ら 、「 ミ ラ イ Ｏ Ｎ 」の 取 り 組 み は 大 変 参 考 に な っ た 。  

本 市 で の ウ リ は 、「 児 童 館 併 設 」や「 Ca f é 併 設 」と な る 一 方 、

「 ミ ラ イ Ｏ Ｎ 」 は 若 者 の 芸 術 的 セ ン ス や Ｑ Ｏ Ｌ （ 生 活 の 質 ） を

刺 激 す る 「 場 」 で あ る と 同 時 に 、 学 生 ・ 生 徒 の 自 習 の 場 が 広 く

確 保 さ れ 、 地 域 文 化 の 発 信 の 場 と な っ て お り 、 今 後 の 運 営 や 運

営 方 針 な ど に も 注 視 し 、 学 ぶ べ き 点 が 多 い と 考 え る 。                             

                                                           


